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	①民間奨学金申請時の心得（2024.07版）240621.
	②民間奨学金申請時の心得（2024.07版）240621E.

	ADPDCAF.tmp
	1 応募資格・・・以下のすべてに該当すること
	(1) 対象国籍（要項参照）を有する者。
	(2) 2025年4月現在工学部（応募時に2年生以上又は学部に編入）・工学研究科に在籍、又は大学院正規課程に入学が決定している者。
	（2025年4月現在で在学残期間が1年以上ある者。在留資格「留学」）
	学部生：月額　18万円、　大学院生：月額　20万円 (学会出席補助金、授業料補助金あり)
	支給期間：　2025年4月～2027年3月までの2年間、ただし、採用時の正規課程の修了年限まで。
	3 応募方法と締切日
	（1）別紙、「申請希望者報告シート」に必要事項を記入の上、12/5（木）までに国際交流係(eng-mon@grp.tohoku.ac.jp)にメール添付で提出し応募の承認を得ること。
	応募の承認を得た者のみ、「４ 応募書類」を12/10（火）までに国際交流係に提出する。
	(1) 履歴書1-2　（様式１、様式２、日本語で自筆）
	(2) エッセイ　（様式３をコピーして2枚分、日本語で自筆、1200文字以内）
	(3) 指導教員の推薦状　（様式４、厳封。英文の場合は和訳を添付）
	(4) 「在学証明書」、新入生の場合は「合格通知書(写し)」
	(5) 成績証明書
	・ 資料Ⅰ【学業成績表の提出について】に従い、不足のないよう準備すること。
	・ それぞれの成績証明書の左上に、様式１「履歴書-１」の「学歴」欄に該当する番号（１～6）を記入すること。
	・ 受付番号を右上に記入すること。　・母国の成績証明書は和訳、または英訳を添付すること。
	(6) 在留カードの写し（両面）
	以下は大学院生のみ提出する書類
	(7) 評価書　（様式５、博士後期課程学生のみ、指導教員により記入、日本語以外で記入の場合は和訳を添付のこと。管理番号は記入不要)
	(8)  研究実績　（様式６、日本語、ＰＣ作成可）
	(9)  研究計画書　(様式７、日本語、ＰＣ作成可)
	※ 書き損じた場合は修正液（テープ）や斜線で訂正せずに書き直すこと。
	※ 提出書類は全て片面印刷、日本語自筆（様式６，様式７のみPC入力可）で作成すること。

	ADP62E.tmp
	1 応募資格・・・以下のすべてに該当すること
	(1) 対象国籍（要項参照）を有する者。
	(2) 2025年4月現在工学部（応募時に2年生以上又は学部に編入）・工学研究科に在籍、又は大学院正規課程（修士課程又は博士課程進学する新1年生）。
	（2025年4月現在で在学残期間が1年以上ある者。在留資格「留学」）
	学部生：月額　18万円、　大学院生：月額　20万円 (学会出席補助金、授業料補助金あり)
	支給期間：　2025年4月～2027年3月までの2年間、ただし、採用時の正規課程の修了年限まで。
	3 応募方法と締切日
	（1）別紙、「申請希望者報告シート」に必要事項を記入の上、12/5（木）までに国際交流係(eng-mon@grp.tohoku.ac.jp)にメール添付で提出し応募の承認を得ること。
	応募の承認を得た者のみ、「４ 応募書類」を12/10（火）までに国際交流係に提出する。
	(1) 履歴書1-2　（様式１、様式２、日本語で自筆）
	(2) エッセイ　（様式３をコピーして2枚分、日本語で自筆、1200文字以内）
	(3) 指導教員の推薦状　（様式４、厳封。英文の場合は和訳を添付）
	(4) 「在学証明書」、新入生の場合は「合格通知書(写し)」
	(5) 成績証明書
	・ 資料Ⅰ【学業成績表の提出について】に従い、不足のないよう準備すること。
	・ それぞれの成績証明書の左上に、様式１「履歴書-１」の「学歴」欄に該当する番号（１～6）を記入すること。
	・ 受付番号を右上に記入すること。　・母国の成績証明書は和訳、または英訳を添付すること。
	(6) 在留カードの写し（両面）
	以下は大学院生のみ提出する書類
	(7) 評価書　（様式５、博士後期課程学生のみ、指導教員により記入、日本語以外で記入の場合は和訳を添付のこと。管理番号は記入不要)
	(8)  研究実績　（様式６、日本語、ＰＣ作成可）
	(9)  研究計画書　(様式７、日本語、ＰＣ作成可)
	※ 書き損じた場合は修正液（テープ）や斜線で訂正せずに書き直すこと。
	※ 提出書類は全て片面印刷、日本語自筆（様式６，様式７のみPC入力可）で作成すること。

	ADP1CF.tmp
	1 応募資格・・・以下のすべてに該当すること
	(1) 対象国籍（要項参照）を有する者。
	(2) 2025年4月現在工学部（応募時に2年生以上又は学部に編入）・工学研究科に在籍、又は大学院正規課程（修士課程又は博士課程に進学する新1年生）。
	（2025年4月現在で在学残期間が1年以上ある者。在留資格「留学」）
	学部生：月額　18万円、　大学院生：月額　20万円 (学会出席補助金、授業料補助金あり)
	支給期間：　2025年4月～2027年3月までの2年間、ただし、採用時の正規課程の修了年限まで。
	3 応募方法と締切日
	（1）別紙、「申請希望者報告シート」に必要事項を記入の上、12/5（木）までに国際交流係(eng-mon@grp.tohoku.ac.jp)にメール添付で提出し応募の承認を得ること。
	応募の承認を得た者のみ、「４ 応募書類」を12/10（火）までに国際交流係に提出する。
	(1) 履歴書1-2　（様式１、様式２、日本語で自筆）
	(2) エッセイ　（様式３をコピーして2枚分、日本語で自筆、1200文字以内）
	(3) 指導教員の推薦状　（様式４、厳封。英文の場合は和訳を添付）
	(4) 「在学証明書」、新入生の場合は「合格通知書(写し)」
	(5) 成績証明書
	・ 資料Ⅰ【学業成績表の提出について】に従い、不足のないよう準備すること。
	・ それぞれの成績証明書の左上に、様式１「履歴書-１」の「学歴」欄に該当する番号（１～6）を記入すること。
	・ 受付番号を右上に記入すること。　・母国の成績証明書は和訳、または英訳を添付すること。
	(6) 在留カードの写し（両面）
	以下は大学院生のみ提出する書類
	(7) 評価書　（様式５、博士後期課程学生のみ、指導教員により記入、日本語以外で記入の場合は和訳を添付のこと。管理番号は記入不要)
	(8)  研究実績　（様式６、日本語、ＰＣ作成可）
	(9)  研究計画書　(様式７、日本語、ＰＣ作成可)
	※ 書き損じた場合は修正液（テープ）や斜線で訂正せずに書き直すこと。
	※ 提出書類は全て片面印刷、日本語自筆（様式６，様式７のみPC入力可）で作成すること。

	ADP9B38.tmp
	1 応募資格・・・以下のすべてに該当すること
	(1) 対象国籍（要項参照）を有する者。
	(2) 2025年4月現在工学部（応募時に2年生以上又は学部に編入）・工学研究科に在籍、又は大学院正規課程（修士課程又は博士課程に進学する新1年生）。
	（2025年4月現在で在学残期間が1年以上ある者。在留資格「留学」）
	学部生：月額　18万円、　大学院生：月額　20万円 (学会出席補助金、授業料補助金あり)
	支給期間：　2025年4月～2027年3月までの2年間、ただし、採用時の正規課程の修了年限まで。
	3 応募方法と締切日
	（1）別紙、「申請希望者報告シート」に必要事項を記入の上、12/5（木）までに国際交流係(eng-mon@grp.tohoku.ac.jp)にメール添付で提出し応募の承認を得ること。
	応募の承認を得た者のみ、「４ 応募書類」を12/10（火）までに国際交流係に提出する。
	(1) 履歴書1-2　（様式１、様式２、日本語で自筆）
	(2) エッセイ　（様式３をコピーして2枚分、日本語で自筆、1200文字以内）
	(3) 指導教員推薦書　（様式４、厳封。英文の場合は和訳を添付）
	(4) 「在学証明書」、新入生の場合は「合格通知書(写し)」
	(5) 成績証明書
	・ 資料Ⅰ【学業成績表の提出について】に従い、不足のないよう準備すること。
	・ それぞれの成績証明書の左上に、様式１「履歴書-１」の「学歴」欄に該当する番号（１～6）を記入すること。
	・ 受付番号を右上に記入すること。　・母国の成績証明書は和訳、または英訳を添付すること。
	(6) 在留カードの写し（両面）
	以下は大学院生のみ提出する書類
	(7) 評価書　（様式５、博士後期課程学生のみ、指導教員により記入、日本語以外で記入の場合は和訳を添付のこと。管理番号は記入不要)
	(8)  研究実績　（様式６、日本語、ＰＣ作成可）
	(9)  研究計画書　(様式７、日本語、ＰＣ作成可)
	※ 書き損じた場合は修正液（テープ）や斜線で訂正せずに書き直すこと。
	※ 提出書類は全て片面印刷、日本語自筆（様式６，様式７のみPC入力可）で作成すること。

	ADPD33D.tmp
	1 応募資格・・・以下のすべてに該当すること
	(1) 対象国籍（要項参照）を有する者。
	(2) 2025年4月現在工学部（応募時に2年生以上又は学部に編入）・工学研究科に在籍、又は大学院正規課程（修士課程又は博士課程に進学する新1年生）。
	（2025年4月現在で在学残期間が1年以上ある者。在留資格「留学」）
	学部生：月額　18万円、　大学院生：月額　20万円 (学会出席補助金、授業料補助金あり)
	支給期間：　2025年4月～2027年3月までの2年間、ただし、採用時の正規課程の修了年限まで。
	3 応募方法と締切日
	（1）別紙、「申請希望者報告シート」に必要事項を記入の上、12/5（木）までに国際交流係(eng-mon@grp.tohoku.ac.jp)にメール添付で提出し応募の承認を得ること。
	応募の承認を得た者のみ、「４ 応募書類」を12/10（火）までに国際交流係に提出する。
	(1) 履歴書1-2　（様式１、様式２、日本語で自筆）
	(2) エッセイ　（様式３をコピーして2枚分、日本語で自筆、1200文字以内）
	(3) 指導教員推薦書　（様式４、厳封。英文の場合は和訳を添付）
	(4) 「在学証明書」、新入生の場合は「合格通知書(写し)」
	(5) 成績証明書
	・ 資料Ⅰ【学業成績表の提出について】に従い、不足のないよう準備すること。
	・ それぞれの成績証明書の左上に、様式１「履歴書-１」の「学歴」欄に該当する番号（１～6）を記入すること。
	・ 受付番号を右上に記入すること。　・母国の成績証明書は和訳、または英訳を添付すること。
	(6) 在留カードの写し（両面）
	(7) 奨学金申請時の心得（所定用紙）
	以下は大学院生のみ提出する書類
	(8) 評価書　（様式５、博士後期課程学生のみ、指導教員により記入、日本語以外で記入の場合は和訳を添付のこと。管理番号は記入不要)
	(9)  研究実績　（様式６、日本語、ＰＣ作成可）
	(10)  研究計画書　(様式７、日本語、ＰＣ作成可)
	※ 書き損じた場合は修正液（テープ）や斜線で訂正せずに書き直すこと。
	※ 提出書類は全て片面印刷、日本語自筆（様式６，様式７のみPC入力可）で作成すること。

	ADP2EB0.tmp
	1 応募資格・・・以下のすべてに該当すること
	(1) 対象国籍（要項参照）を有する者。
	(2) 2025年4月現在工学部（応募時に2年生以上又は学部に編入）・工学研究科に在籍、又は大学院正規課程（修士課程又は博士課程に進学する新1年生）。
	（2025年4月現在で在学残期間が1年以上ある者。在留資格「留学」）
	学部生：月額　18万円、　大学院生：月額　20万円 (学会出席補助金、授業料補助金あり)
	支給期間：　2025年4月～2027年3月までの2年間、ただし、採用時の正規課程の修了年限まで。
	3 応募方法と締切日
	（1）別紙、「申請希望者報告シート」に必要事項を記入の上、12/5（木）までに国際交流係(eng-mon@grp.tohoku.ac.jp)にメール添付で提出し応募の承認を得ること。
	応募の承認を得た者のみ、「４ 応募書類」を12/10（火）までに国際交流係に提出する。
	(1) 履歴書1-2　（様式１、様式２、日本語で自筆）
	(2) エッセイ　（様式３をコピーして2枚分、日本語で自筆、1200文字以内）
	(3) 指導教員推薦書　（様式４、英文の場合は和訳を添付）
	(4) 「在学証明書」、新入生の場合は「合格通知書(写し)」
	(5)  成績証明書
	・ 資料Ⅰ【学業成績表の提出について】に従い、不足のないよう準備すること。
	・ それぞれの成績証明書の左上に、様式１「履歴書-１」の「学歴」欄に該当する番号（１～6）を記入すること。
	・ 受付番号を右上に記入すること。　・母国の成績証明書は和訳、または英訳を添付すること。
	(6) 在留カードの写し（両面）
	(7) 奨学金申請時の心得（所定用紙）
	以下は大学院生のみ提出する書類
	(8) 評価書　（様式５、博士後期課程学生のみ、指導教員により記入、日本語以外で記入の場合は和訳を添付のこと。管理番号は記入不要)
	(9) 研究実績　（様式６、日本語、ＰＣ作成可）
	(10) 研究計画書 （様式７、日本語、PC作成可）
	※ 書き損じた場合は修正液（テープ）や斜線で訂正せずに書き直すこと。
	※ 提出書類は全て片面印刷、日本語自筆（様式６，様式７のみPC入力可）で作成すること。

	ADP663D.tmp
	1 応募資格・・・以下のすべてに該当すること
	(1) 対象国籍（要項参照）を有する者。
	(2) 2025年4月現在工学部（応募時に2年生以上又は学部に編入）・工学研究科に在籍、又は大学院正規課程（修士課程又は博士課程に進学する新1年生）。
	（2025年4月現在で在学残期間が1年以上ある者。在留資格「留学」）
	学部生：月額　18万円、　大学院生：月額　20万円 (学会出席補助金、授業料補助金あり)
	支給期間：　2025年4月～2027年3月までの2年間、ただし、採用時の正規課程の修了年限まで。
	3 応募方法と締切日
	（1）別紙、「申請希望者報告シート」に必要事項を記入の上、12/5（木）までに国際交流係(eng-mon@grp.tohoku.ac.jp)にメール添付で提出し応募の承認を得ること。
	応募の承認を得た者のみ、「４ 応募書類」を12/10（火）までに国際交流係に提出する。
	(1) 履歴書1-2　（様式１、様式２、日本語で自筆）
	(2) エッセイ　（様式３をコピーして2枚分、日本語で自筆、1200文字以内）
	(3) 指導教員推薦書　（様式４、英文の場合は和訳を添付）
	(4) 「在学証明書」、新入生の場合は「合格通知書(写し)」
	(5)  成績証明書
	・ 資料Ⅰ【学業成績表の提出について】に従い、不足のないよう準備すること。
	・ それぞれの成績証明書の左上に、様式１「履歴書-１」の「学歴」欄に該当する番号（１～6）を記入すること。
	・ 受付番号を右上に記入すること。　・母国の成績証明書は和訳、または英訳を添付すること。
	(6) 在留カードの写し（両面）
	(7) 奨学金申請時の心得（所定用紙）
	以下は大学院生のみ提出する書類
	(8) 評価書　（様式５、博士後期課程学生のみ、指導教員により記入、日本語以外で記入の場合は和訳を添付のこと。管理番号は記入不要)
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